
法人名ではなく、フリースクール等

施設名を記入してください。

各項目に必ずチェックして

ください。

「サポートプランの東京都等

への提供」に同意がない場合、

提出はできません。

保護者が児童生徒・保護者氏名を番号化して提出す

ることを希望する場合（氏名提出を希望しない場

合）は、東京都へ提出する際の管理用番号・記号等

を設定してください。補助対象期間を通じて、1人に

つき1つを使用します。

数字やイニシャル、数字と英字の組み合わせ等、管

理しやすい番号・記号等を設定してください。

例）数字（連番）＋イニシャル⇒1-AA

イニシャルのみ⇒A.A

保護者同意の取得を行ってください。

※保護者が児童生徒・保護者氏名の東京

都への提出を希望しない場合は、都への

提出時に、「サポートプラン記載児童生

徒番号」を設定した上で、「お子様氏

名」「保護者氏名（自署）」欄が見えな

いように加工してください。

※署名が自署でない場合は、同意を表明

した方法も記載してください。

在籍校への提供同意が得ら

れた表についてのみチェッ

クしてください。



同意書及び他の表に記載した対象氏

名（又は児童生徒番号・記号）等と

同じものを記載してください。

保護者から聞き取った内容をフリー

スクール等が記載します。

記入を行った職員名を記載してくだ

さい。

在籍校へ共有する場合もありますので、

フリースクールの情報に記載漏れがない

よう注意してください。

在籍校での状況に限らず、家での取り組み

や様子などを記載ください。

例）家では勉強はしない。

例）好きな科目は取り組むが、他はやりた

がらない。

利用がない場合は、

「特になし」と記載してください。

記入漏れかどうかの判断がつかないため、空欄になっ

てしまう場合は、「特になし」、「言葉にできなかっ

た」など理由やその時の様子を記載し、空欄がないよ

うにしてください。

前回作成したものがある場合は、見

直しを行ってください。

現在の状況に合わせ、更新をお願い

します。

これまでにサポートプランを作成し

た場合は、前回使用した対象児童生

徒番号を記載してください。

児童生徒情報等については、サポートプランA表で

記載した内容が、B表・C表に自動で転記されます。

※記入者氏名・前回作成年月日は転記されません。



B表のみ提出の場合は、

余白に在籍校とフリースクー

ルの情報を記載してください。

質問と回答があると、より聞

き取りの様子がイメージしや

すいです。

「思いつかない」「わからない」な

ど明確な答えが無くても、そのまま

記載してください。

記入漏れかどうかの判断がつかないため、空欄になっ

てしまう場合は、「特になし」、「言葉にできなかっ

た」など理由やその時の様子を記載し、空欄がないよ

うにしてください。

前回作成したものがある場合は、見

直しを行ってください。

現在の状況に合わせ、更新をお願い

します。

グレーのセルの箇所については、

サポートプランA表に記載した内容

が自動で転記されます。



前回作成したものがある場合は、見

直しを行ってください。

また、前回作成時からの変更点を必

ず記載してください。

変更する・しないに関わらず、その

理由を記載してください。

保護者にサポートプラン内容の確認を

行ってください。

※保護者が児童生徒・保護者氏名の東京

都への提出を希望しない場合は、都への

提出時、「保護者氏名」欄が見えないよ

うに加工してください。

グレーのセルの箇所については、サポートプランA

表に記載した内容が自動で転記されます。「作成年

月日」「前回作成年月日」「記入者氏名」は転記さ

れませんので、都度記載してください。

スクール側の所感を記載します。

保護者や関係機関が読むことを想定し、子

供の強みやがんばりを伝えたり、サポート

の手立てを補えるようなコメントを記載し

てください。

サポートの手立ては、子供一人一人の状

況や特性に合わせて作成してください。

項目の説明やこの他の記載例については、

HPに掲載している「サポートプランの手

引き」を参照してください。

「面接時に書面で確認」「連絡アプリ○○

にて確認」など、保護者が確認した日付と

方法を記載してください。

保護者が後から見直せるよう、記録の残る

方法で確認してもらってください。


